
２０２３年度「もくせいサテライト教室」（１２月）を開催しました。    

   

     
１２月１４日（木）明石市立少年自然の家において、第６回「もくせいサテライト教室」を開

催しました。 

今回も、定員の２０名を超える申し込みがあり、たくさんの児童生徒が参加し、陶芸体験をし

たり、参加者同士で交流したりすることができました。また、保護者の方が１５名見学・参加さ

れました。そして、参加児童生徒が通う学校の先生が６名、活動の様子を見に来てくださいまし

た。 

講師として、あかねが丘学園 陶芸クラブの方が、１つの机に１～２人つき、一人ひとりの作

りたい物を聞くなどして、とてもていねいに説明や手伝いをしてくださりました。お皿、マグカ

ップ、小さな湯呑みなど作りたい物を１～２つ決め、作陶しました。参加者のほとんどが初めて

でしたが、スタッフの力を借りながら粘土をこねたり、薄くのばしたりしてイメージ通りの形に

近づけていました。「おばあちゃんのためにコップ作りたい」「去年参加して、家族がうらやまし

がったから、今年はお母さんにお皿を作る」など、それぞれが思いをもって作成していました。

手際よく、そして、こだわりをもって作成し、１時間半ほどでほぼ完成しました。作りたい物が

思い通りにできたと嬉しそうにしている子どもたちの表情が印象的でした。また、最後まで形や

模様にこだわり、集中して仕上げている子どもの姿を見ることができました。 

活動後、「ありがとうございました」とお世話になった陶芸クラブの方に感謝の気持ちを伝えて

いました。作品は陶芸クラブの方が色付けや焼きなどの仕上げをしてくださり、１月中旬以降に

完成する予定になっています。子どもたちは作品の仕上がりを楽しみにしています。 

次回は、１月１７日（水）「明石市立少年自然の家」で『調理体験（豚汁）』を計画しています。 

“学校に行きたいけれど行けない”、“家にとじこもりがちで外に出る機会があまりない”、“校内

支援教室や別室登校している”という子どもたちとその保護者で参加を希望される方は、小中学校

に配付している所定の用紙、または明石市教育委員会ＨＰの「不登校対策：もくせいサテライト

教室」からダウンロードした用紙に必要事項を記入し、家庭または学校からＦＡＸで、１月９日

（火）までにお申し込みください。参加費は無料（ただし、現地までの交通費は自己負担）で、定

員は先着順２０名程度です。 

【教育委員会事務局 児童生徒支援課】 


